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和名：さとうきび 

英名：Sugar cane 
科名：Gramineae（イネ科） 
属名：Saccharum（サトウキビ属） 
種名：Saccharum officinarum L.（サトウキビ） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

梢頭部の形態 

分げつ茎
（稚茎）

梢頭部

茎

葉

さとうきびの草姿

根

分げつ茎

（稚茎）

１ さとうきびの形態 

＋1
（第1完全展開葉） ＋2

（第2完全展開葉）

＋3
（第3完全展開葉） ＋4

（第4完全展開葉）

←第4完全展開葉着生節部

肥厚帯

±0

-1 -2

±0
+1

+2
+3

肥厚帯
梢
頭
部
の
長
さ

肥厚帯



 
 

2 
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参考資料：INTERNATIONAL UNION FOR THE PROTECTION OF NEW VARIETIES OF PLANTS、さとうきびとその栽培 

さとうきびに関する調査基準 
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 沖縄県に分布する主な土壌として国頭マージ、ジャーガル、島尻マージ、カニク（沖積

土壌）、大東マージ（仮称）があり、これらの特徴を述べると下記のとおりである。 

 

（１）土壌の特徴 

ア 国頭マージ（主として赤色土や黄色土） 

     沖縄本島中北部や八重山諸島、久米島等の台地及び丘陵地に広く分布し、千枚    

岩や国頭礫層、砂岩、花崗岩等を母材とした土壌である。 

     土色は明るい赤色や黄色であり、ｐＨは酸性を呈し、石灰や苦土等の交換性塩

基含量に乏しく、養分保持力も小さい。土性は主として強粘質～粘質であり、有

機物含量が少なく、心土は硬く締まっている。また、降雨により土壌表面に粘土

が膜をはった状態のクラストが形成され降雨の浸透を妨げさとうきびの発芽不良

を生じやすい。 
     国頭マージでのさとうきび栽培は、強酸性を改善することにより、収量増が望    

めるため、土壌改良が必要な場合もある。 

     また、国頭マージは耐水性団粒に乏しく、分散率が高いため土壌浸食を起こし

やすい。そのため、畑面被覆や栽培改善及び斜面下部への植生帯設置、斜面長の

短縮、サブソイラやプラソイラ処理による下層土への浸透促進等による赤土流出

防止対策を図る必要がある。 
 

 

イ 島尻マージ（暗赤色土） 

     本県各地域のカルスト台地に広く分布し、琉球石灰岩や古生代由来の石灰岩を    

母材とした土壌である。 

     土色はやや暗い赤色や黄色で、ｐＨは概ね中性であるが、まれに酸性やアルカ

リ性を示す土壌も存在し、土層の深いものほど酸性の傾向が見られる。石灰や苦

土等の交換性塩基に富み、養分保持力は中庸である。腐植含量が少なく、土性は

ほとんど強粘質であるが、土壌構造が強度に発達しているため作土は膨軟で作業

性が良い。一方で、心土は硬く締まっている。 
発達した団粒構造は、同時に水に対する抵抗も強く、降雨でも分散しにくい。

従って排水は良好で、雨が降った翌日でも作業が可能である。反面、保水性に乏

しく、作物は干ばつの被害を受けやすい。石灰岩基岩の分布が不規則な凹凸であ

るため、土層の浅い地域では基岩が耕耘の障害となっている。 
     島尻マージでのさとうきび栽培は、保水力の乏しさが大きな問題であり、サブ    

ソイラやプラソイラによる有効根群域の拡大、夏場の生育伸長期に必要な水分量    

の確保、地域によっては節水型かん水方式によるかんがい方法の改善も重要で    

ある。 

２ 沖縄県の土壌の特徴 
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ウ ジャーガル(灰色台地土や褐色低地土の一部、灰色低地土の一部、グライ土の 
一部) 

     沖縄本島中南部の小起伏丘陵地に分布し、久米島、宮古島、波照間島の一部に    

も分布する。一般に、母岩の島尻層群泥岩をクチャと呼び、その風化土壌をジャ

ーガルと呼んでいる。また、風化土壌の再堆積地域（低地土壌）も同様な性質を

強く持っているため、ジャーガルに含めている。 

     土色はオリーブ褐色～灰色で、基岩のクチャは青灰色である。ｐＨはアルカリ

性で、塩酸で激しく発泡するほどの石灰を含んでいる。石灰や苦土等の養分は豊

富で養分保持力も大きい、本県では最も肥沃な土壌である。 

     腐植含量は少なく、土性は強粘質で粘着性・可塑性が強く、降雨後は農機具や

靴への付着が強く、作業性が悪くなる。反面、乾くと急激に硬くなり深い亀裂を

生じる。耕耘しても砕土率が上がらず、土塊が大きいため、作物を定植しにくい。

また、心土の土壌構造の発達が弱く、排水不良を生じやすい。 
     ジャーガルは、さとうきび栽培において最も生産性の高い土壌である。保水力    

は大きいが排水性は悪いため、長雨が続くと湿害を生じやすく、排水対策には十

分配慮する必要がある。 

 

 

エ カニク（沖積土壌） 

     カニク（褐色低地土や灰色低地土、グライ土）は各地の川沿いの谷底低地や海    

岸低地等に小規模ずつ分布し、再堆積物からなる土壌の総称である。 

     土色は褐色から灰色や青灰色までみられる。海岸低地ではアルカリ性を呈し、

内陸部の谷底低地では酸性を呈する場合が多い。土性は再堆積物の給源の条件に

より砂質～強粘質まで幅が広い。 

     また、地下水位の高い地域が多く、湿地が小面積ずつ点在する。従来は水田が

多かったが、土地改良等による客土転換畑が広く進展したため、畑地が増加した。 
本土壌は低地に分布し水が集まりやすい地形にあるため、排水不良を生じやす

いので、排水対策には特に注意を要する。 

 

 

オ 大東マージ（一部の赤色および黄色土、仮称） 
南北大東島および宮古島等の石灰岩上に分布する一部の赤色土や黄色土は、土

色が鮮やかな赤色及び黄色でｐＨが 4.2 以下であることから国頭マージに分類さ

れるが、土壌物理性やリン酸含量等は島尻マージに近い特性を具える。また、基

岩は石灰岩であるため、肥培管理の面からこれらの土壌を国頭マージとして施肥

設計することは難しい。よって、主に南北大東島に存在する酸性土壌を「大東マ

ージ」として区分する。 
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（２）沖縄県の土壌改善方法 

    「沖縄県の土壌の特徴」で述べた土壌の特徴から、地力向上に向けた改善対策と

しては各土壌型の長所を伸ばし、欠点を補う方法で対応することが重要である。 

 

ア 酸性土壌の改善 

     炭酸カルシウム等の酸度矯正資材、クチャ、石灰岩の石粉等により土壌改良を

行い、強酸性を目的のｐＨまで改善する。 
 

イ 地力増強 

     有機物の分解が早い沖縄県では、難分解性堆肥の投入により土壌の化学性や物

理性及び生物性の改善を行い、地力を強化する。しかし、堆肥の入手が困難な地

域では、緑肥作物の導入等により有機物の増加に努める。 
 

ウ 有効根群域の拡大 

     ロータリ耕に依存する畑は硬盤層が生じやすいので、サブソイラやプラソイラ

による心土破砕を行い、根群域の拡大を図ることで、養水分の吸収を促進するこ

とにより、作物の生育環境を良好にする。 
 

エ 排水改善 

     地下水位の高い土壌や難透水性の土壌では停滞水が長時間生じやすいので、明    

渠及び暗渠による排水や心土破砕の組合せ等により、停滞水の解消を行う必要が    

ある。 
 

オ 保水力の増強 

     保水力に乏しい土壌（島尻マージや砂質土壌等）では保水力に富む粘土（クチ    

ャ）の客土や有機物による団粒構造の促進により、水分保持力を大きくする。ま

た、バックホウやサブソイラ、プラソイラ等による深耕で根群域を拡大すること

により、有効水分の増大を図ることができる。 
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名称 国頭マージ 大東マージ仮） 島尻マージ ジャーガル

土壌断面

土壌反応 強酸性 強酸性 酸性～アルカリ性 強アルカリ性

色 赤や黄色 赤や黄色 暗い赤や黄色 灰色～オリーブ色

肥沃性 低い 中間 中間 養分が豊富で肥沃

土性 粘質 強粘質 強粘質 強粘質

CEC 養分保持力は弱い 養分保持力は中 養分保持力は中 養分保持力は強い

腐植 少ない 少ない 少ない 少ない

圃場排水性 排水性不良 水持ち不良 水持ち不良 排水性不良

その他特性
水に対する抵抗が弱く

降雨により分散し易い

干ばつの害を
受けやすい

干ばつの害を
受けやすい

降雨後の作業性が悪
い

注）　pH：0(酸性)　～　7.0（中性）　～　14（アルカリ性）


